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義務教育段階での柔軟化の議論と高校での検討課題

体育・保健体育等に関係する社会や学校等の状況

少子化・高齢化 生産年齢人口の減少 デジタル化の加速

DX

スポーツ基本法

改正

DX

多様性の包摂

DX

健康・安全に関する

課題の多様化・複雑化

DX

１．社会の状況

２．学校の状況

・「社会に開かれた教育課程」実現のためのカリキュラムマネジメント

・ 主体的･対話的で深い学びの視点からの学習過程の改善

・ デジタル学習基盤を活用した効果的な学習

・ 部活動改革（部活動の地域展開等）の推進
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３．子供たちの状況

●運動に関しては、体育の授業等を通じて、運動好きな子供や日常から運動に親しむ子供を増加させ、生涯にわたって運動やス

ポーツを継続し、心身共に健康で幸福な生活を営むことができる資質や能力の育成が図られている。

●一方で、卒業後も運動やスポーツを行いたいと考える子供の二極化や男女で運動・スポーツの実施に関して肯定的な回答の割

合に差が見られるなどの課題が見られる。また、体力調査の結果においても、全体としてコロナ禍前の水準には戻っていない。

●健康に関しては、性や薬物等に関する情報の入手が容易になるなど、子供たちを取り巻く環境が大きく変化している。また、食を

取り巻く社会環境の変化により、栄養摂取の偏りや朝食欠食といった食習慣の乱れ等に起因する肥満や生活習慣病、食物アレ

ルギー等の健康課題が見られる。

●様々な自然災害の発生、SNSの普及に伴う児童生徒等の被害や性犯罪・性暴力、熱中症や水難事故といった課題が近年顕

在化しており、子供を取り巻く健康・安全に関する環境の変化が激しい。
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義務教育段階での柔軟化の議論と高校での検討課題

体育・保健体育、健康、安全に関する現状と検討課題
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１．運動に関する課題

⚫少子化を含む人口構造の変化や社会のデジタル化が加速する

中、健康長寿社会や共生社会の実現、人との豊かな繋がりの創

出など、運動・スポーツを通じた社会課題解決への期待が高まって

おり、令和7年にはスポーツ基本法が改正された。こうした状況を踏

まえ、学校における運動・スポーツに関する学びの本質的な意義や

価値を今一度検討し明確化する必要がある。

⚫幼児期からの発達段階を踏まえた系統的な指導と評価の在り方に

ついて、指導内容が過度に高度なものとなっていないか、また、評価

は適切なものとなっているか、学校における運動・スポーツに関する

学びの本質的な意義や価値を踏まえ検討する必要がある。

⚫デジタル学習基盤の活用について、「主体的・対話的で深い学び」

の一層の充実を図る観点からその方策をさらに検討する必要があ

る。

２．保健に関する課題

⚫教師の保健の指導内容に対する意義や重要性の認識は高いもの

の、子供を取り巻く現代的な健康課題は絶え間なく変化するととも

に多岐にわたって存在しており、疾病構造や健康課題の変化に対

応できる資質・能力の育成が一層求められている。

⚫日常生活において認識しにくい内容に関する知識及び技能や、健

康の原則・概念と具体的な生活行動とを結び付ける思考力、判

断力、表現力等の育成について課題が見られる。

３．安全に関する課題

⚫安全に関する基礎的な知識の習得は高いものの、日常生活

における多様な危険や事故に対して行動化する実践力の育

成については課題が見られる。また、安全で安心な社会づくりに

参加・貢献するため、主体的・協働的な取組を促す学習の充

実について工夫と改善が求められている。

⚫近年顕在化している社会構造の変化に伴う現代的課題を含

めた様々な課題に対応できる資質・能力の育成が一層求めら

れている。

４．指導に関する環境面の課題

⚫学習指導要領の趣旨を踏まえた着実な指導を行う上で、教

師の負担にも配慮しつつ、外部人材の活用や外部機関との連

携が図られている一方、人材の確保や連携に係る調整等に関

する課題が見られる。

⚫気候変動の影響により、運動・スポーツの実施に関して、場

所、時間、内容に影響が生じている。

⚫運動・スポーツに関する授業を安全かつ効果的に行うためには

適切な活動場所等の確保が必要である一方、施設等の老朽

化やスペース不足、天候への対応について課題が見られる。
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ワーキンググループにおける検討事項・論点

１．体育科・保健体育科を通じて育成する資質・能力のあり
方・示し方

⚫ 「学びに向かう力・人間性等」や「見方・考え方」の新しい整
理を踏まえた目標の示し方

⚫中核的な概念等に基づく内容の一層の構造化や、その過
程における必要に応じた精選のあり方

⚫体育科・保健体育科の特質を踏まえた、表形式を活用した
目標・内容の分かりやすい示し方

２．体育科・保健体育科の指導と評価の改善・充実のあり方

⚫デジタル学習基盤の活用や情報活用能力の育成強化を前
提とした、体育科・保健体育科における「主体的・対話的で
深い学び」の一層の充実を図るための方策

⚫資質・能力の育成のために効果的かつ過度な負担が生じに
くい体育科・保健体育科の評価のあり方

３．誰一人取り残さず資質・能力を育む柔軟な教育課程の
あり方

⚫義務教育における調整授業時数制度や、高等学校におけ
る科目の柔軟な組み替えを可能とする仕組みを前提とした
場合に、考えられる教育課程・学習指導の工夫のあり方

⚫教育課程の柔軟化に伴って生じうる課題とそれを防ぐための
運用のあり方

１．運動に関する課題

⚫運動・スポーツに関する学びの本質的な意義や価値の明確化

⚫幼児期からの発達の段階等を踏まえた系統的な指導内容の
あり方

⚫指導内容として示してきた「態度」の考え方

⚫デジタル学習基盤の効果的な活用のあり方

２．保健に関する課題

⚫子供を取り巻く現代的な健康課題や学ぶ価値・意義を踏まえ
た発達段階に応じた学習内容(教科等横断的な視点を含む)

⚫保健の中核的な概念や具体的な生活行動等との関係性に
関する分かりやすい示し方

３．安全に関する課題

⚫学んだ知識を日常生活で行動化する実践力を身に付けるとと
もに、安全で安心な社会づくりに参加・貢献するため、主体的・
協働的な取組を促す学習の充実

⚫社会構造の変化に伴う現代的課題を含めた様々な課題に対
応できる学習内容(教科等横断的な視点を含む)

４．１～３を実現する上での環境整備に関する課題

⚫ カリキュラム・マネジメントの観点等を踏まえた、外部人材の活
用や外部機関との連携

⚫気候変動の影響等を踏まえた、運動・スポーツの実施機会・場
所の在り方など、持続可能性の確保

１．教育課程企画特別部会の議論を踏まえた検討事項 ２．体育・保健体育、健康、安全に関する課題を踏まえた
固有の検討事項
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